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⑥市民憲章
わたくしたちは‘利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田圃教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章をさだめます‘
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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》
市
で
は
、
防
災
週
間
中
の
９
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
急
救
護
、
炊
き
出
し
、
起
震
車
斗

車
月
５
日
（
土
）
に
総
合
防
災
訓
練
▽
日
時
９
月
５
日
（
土
）
午
前
８
に
よ
る
地
震
体
験
、
煙
体
験
等
牽

《
を
鱸
囎
燕
規
模
震
災
初
マ
訓
練
会
場
．
訓
練
内
容

》
握
嘩
準
幅
隷
軸
曝
蜂
諏
遮
癖
一

時
加
分
か
ら

革
動
体
制
計
画
」
に
基
づ
き
、
震
＊
我
孫
子
中
学
校
…
高
所
人
命
救
ス
・
電
話
・
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
率

》
度
７
の
都
市
直
下
型
の
地
震
が
助
、
中
継
送
水
、
初
期
消
火
、
仮
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
、
自
衛
隊
》

準
午
前
８
時
釦
分
に
発
生
し
、
天
設
ト
イ
レ
設
置
、
応
急
給
水
、
応
機
に
よ
る
上
空
か
ら
の
被
害
状
率

驚
識
篝
蕊
筆
澱
鱸
舗
、
災
富
伝
縄
鑿
》

※
雨
天
の
場
合
は
、
対
策
本
部
｝

率
を
想
定
し
て
行
い
ま
す
。
＊
我
孫
子
第
三
小
学
校
…
中
継
送
と
対
策
支
部
お
よ
び
自
治
会
と
車

や
も
し
も
の
災
害
か
ら
命
を
守
水
、
電
力
復
旧
、
初
期
消
火
、
仮
の
情
報
伝
達
訓
練
の
み
実
施
し
壷

》
る
訓
練
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
設
ト
イ
レ
設
置
、
応
急
給
水
、
応
他
の
訓
練
は
中
止
し
ま
す
。
》

…
！
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。
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一
総
合
防
災
訓
練
》

９
月
５
且
主
我
孫
子
中
。
我
孫
子
第
三
小
で

、一一

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
地
震
の
怖
さ

市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
我
孫
子
市
地
域
防
災
計
画
逓
謹
対
策
編
）

を
全
面
的
に
見
直
し
ま
し
た
。
避
難
所
や
備
蓄
倉
庫
な
ど
防
災
拠
点
の
充
実
を
進
め
、
穂
極
的
に

自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
防
災
体
制
の
整
備
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
防
災
の
日
に
あ
た
り
今
一
度
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

対
し
て
、
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
災
害
時
の
活
動
体
制

と
し
て
、
地
震
の
規
模
あ
る
い
は

被
害
状
況
に
よ
り
、
「
警
戒
配
備

体
制
」
「
非
常
配
備
体
制
」
「
大

規
模
震
災
初
動
体
制
」
の
３
段
階

の
体
制
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
体
制
に
応
じ
て
市
職
員
が
、

防
災
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

災
害
応
急
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
大
規
模
震
災
初
動
体
制
」
は
、

大
地
震
時
に
最
も
重
要
な
初
期
の

対
応
を
、
迅
速
か
つ
効
果
的
に
展

開
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

震
度
６
強
以
上
の
地
涯
発
生
と

同
時
に
、
市
役
所
内
に
災
害
対
策

災
害
時
の

応
急
活
動
体
制

‐率

本
部
を
設
置
し
、
我
孫
子
北
部
、

我
孫
子
南
部
、
天
王
台
、
湖
北
、

新
木
、
布
佐
の
６
つ
の
地
域
に
地

域
対
策
支
部
を
置
き
、
災
害
対
策

に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
の
規
模
、
被
害
状
況
に
よ

っ
て
は
、
我
孫
子
市
だ
け
で
は
十

分
な
対
応
が
と
れ
な
い
場
合
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
内

全
て
の
自
治
体
や
全
国
青
年
市
長

会
で
の
応
援
協
定
を
は
じ
め
、
水

道
や
消
防
に
関
す
る
広
域
的
な
協

定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
郵
便
局
、
大
手
ス

ー
パ
ー
、
仮
設
ト
イ
レ
業
者
と
も

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
関
連
す
る
分
野

’ ’
|｜地域対策支部避難場所｜

｜’ 久寺家中学校

根戸小学校
|我設置場所

琴市民プﾗザ蕊菫鱒騨綾’
北配置職員数我孫子高等技術専門枝
部59人

電力中央研究所

並木小学校

我孫子第四小学校，

篝都市改造白山中学校
子事務所手賀沼公園(中央公民館)｜

裏46人我孫子第一小報
我孫子高等学校

高野山小学校

我孫子中学校

我孫子第三小学校

天天王台北柴崎台中央公園
王近隣センター天王台西公園

我孫子第二小学校
今91人
国 我孫子ゴルフ倶楽部

中央学院高等学校

日本火災海上総合グランド

五本松公園

湖北台西小学校

湖北台中央公園

湖湖北地区湖北台中学校
公民館湖北台東小学校

北104人湖北高等学校

湖北小学校

湖北中学校

新新木近隣我孫子養護学校

木献ター 新木小学校
市民図書館布佐南小学校布
布佐分館布佐小学校

|佐布佐中学校74人
布佐高等学校

避難地域の目安
I

我
孫
子
北
部

設置場所

市民プラザ

配置職員数

59人

布施､久寺家､久寺家l~2丁目、
根戸(一部)、つくし野､つくし
野l~7丁目、我孫子(一部)､並
木5~9丁目、柴崎(一部）

市
で
は
、
学
校
や
公
園
な
ど
お

ヵ
所
を
避
難
場
所
（
左
表
参
照
）

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

避
雌
場
所
は
、
被
災
者
救
護
活

動
の
拠
点
と
な
り
ま
す
の
で
、
災

害
が
発
生
し
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
ど
こ
に
避
難
す
れ
ぱ
よ

の
事
業
所
・
団
体
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

避
難
場
所
を

ご
存
じ
で
す
か

根戸(一部)､根戸新田、
~3丁目、台田l~4丁に
子(一部)､我孫子新田、
3丁目、本町l~3丁目、

丁目、寿l～2丁目、栄

高野山(一部）

船戸l
,我孫
白山l～
緑l～2

若松、

、

目都市改造

事務所

46人

小
学
校
（
根
戸
、
湖
北
台
西
、

新
木
、
布
佐
）
の
余
裕
教
室
を
活

用
し
た
備
蓄
倉
庫
に
、
災
害
時
の

食
栂
や
生
活
必
需
品
、
救
助
・
復

旧
活
動
資
材
等
を
分
散
保
管
し
て

い
ま
す
。

備
蓄
物
資
の
内
容
は
、
食
極
と

し
て
、
長
期
保
存
が
可
能
な
サ
バ

イ
バ
ル
フ
ー
ズ
、
乾
パ
ン
、
ア
ル

い
か
、
普
段
か
ら
家
族
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
市
で
は
、
飲
料
水
の
確
保

の
た
め
、
我
孫
子
地
区
で
は
我
孫

子
第
一
小
学
校
に
、
湖
北
地
区
で

は
湖
北
小
学
校
に
、
布
佐
地
区
で

は
布
佐
南
小
学
校
に
非
常
用
井
戸

と
非
常
発
電
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

今
後
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

食
糧
や
生
活
必
需

品
な
ど
の
備
蓄

泉､天王台l~6丁目、東我孫子
l~2丁目、柴崎(一部)､柴崎台
l~5丁目、日の出、青山台l～
4丁目、青山、南青山、高野山
(一部)､高野山新田、下ケ戸、
岡発戸、岡発戸新田､郡部､郡
部新田

天王台北

近隣センター

91人

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

フ
ァ
米
な
ど
約
７
万
５
０
０
０
食

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル

な
ど
の
水
を
１
時
間
当
た
り
４
し

る
か
漉
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
浄
水
機

が
５
台
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
、
大
型
な
べ
・
か
ま
ど

セ
ッ
ト
な
ど
の
炊
飯
用
具
、
毛
布

２
０
０
０
枚
、
ロ
ー
ソ
ク
セ
ッ
ト

２
５
０
０
個
、
簡
易
・
仮
設
ト
イ

レ
－
３
６
台
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

５
１
０
枚
、
発
電
機
、
各
種
工
具

類
な
ど
を
分
散
保
管
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
さ
ら
に
、
備
蓄
物
資
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
６
つ
の

地
域
対
策
支
部
管
内
に
そ
れ
ぞ
れ

１
カ
所
の
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
日
頃
か
ら
非
常

持
出
品
〈
米
や
缶
詰
、
飲
料
水
な

ど
の
非
常
食
、
応
急
医
薬
品
、
衣

類
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
等
）

の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
震
災
が
発
生
す
る
と
、
道
路

の
寸
断
や
渋
滞
、
通
信
手
段
の
混

地
域
で
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を

湖北地区

公民館

104人

湖北台l～1O丁目、中峠台、中
峠､中峠村下、中里、中里新田、
古戸(一部)、日秀、日秀新田

乱
等
か
ら
防
災
関
係
機
関
に
よ
る

消
火
・
救
出
・
救
護
活
動
が
十
分

に
で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
災
害
を
最
小
限

の
被
害
に
と
ど
め
る
に
は
、
地
域

住
民
の
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
由
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
災

意
識
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
互
い
に
協
力
し
助
け
合
う
「
自

主
防
災
組
織
」
の
結
成
を
、
全
自

治
会
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、

消
火
器
を
は
じ
め
担
架
、
テ
ン
ト
、

電
池
式
拡
声
器
な
ど
の
器
材
の
購

入
や
、
防
災
保
管
庫
用
地
の
借
地

料
等
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
「
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

吾~壷、
、
防
災
に
関
す
る
問
い
ノ

合
わ
せ
は
、

地
域
振
興
防
災
課
防

〆
災
係
壷
霊
１
１
１
１
へ
、

新木近隣
センター

40人

我孫子養護学校 古戸(一部)､新木､新木野l～4
丁目、江蔵地

新木小学校

布佐酉町､布佐1丁目、布佐、
布佐平和台l~7丁目、都､新々
田、三河屋新田、相島新田､大
作新田､布佐下新田、浅間前新
田

市民図書館

布佐分館

74人

’
’

人と 烏 共存すが ま ちる

災害対策本部 市役所配置職員数94人
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臺
一
菫
臺
し
ま
蟇

市
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
き

れ
て
い
る
個
人
情
報
の
記
録
項
目

を
公
表
し
ま
玄

こ
の
公
表
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
自
分
の
ど
の
よ
う
な
情
報
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
て
い

る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

中
に
条
例
で
制
限
さ
れ
て
い
る
項

目
（
思
想
・
信
条
・
宗
教
・
社
会

的
身
分
に
関
す
る
事
項
な
ど
個
人

的
秘
密
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
事
項
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
行
い
ま
す
。

現
在
の
主
な
記
録
項
目
は
下
表

の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
く
は
市

の
例
規
集
（
図
替
館
で
閲
覧
で
き

普
通
救
命
識
習
を
受
識
し
て
、

心
肺
癖
鐵
法
の
知
識
と
技
術
を

習
得
し
ま
せ
ん
か
。

７
月
嘔
日
（
土
）
、
意
識
を
な

く
し
て
倒
れ
て
い
る
男
性
の
元

に
岡
発
戸
在
住
の
方
が
駆
け
付

け
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

普
通
救
命
講
習
で
得
た
知
識
と

技
術
を
生
か
し
て
、
応
急
手
当

を
続
け
ま
し
た
。

倒
れ
た
男
性
は
、
そ
の
適
切

面
意
繊
が
戻
る
ま
で
に
回
復
し

倒
れ
た
男
性
は
、
そ
の
適
切

な
応
急
手
当
に
よ
り
、
そ
の
後
、 密蛎報頼

し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
救

命
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
市
内
在
住
、
在
勤
者

（
ｍ
人
程
度
集
ま
り
次
第
、
随

時
実
施
）

▼
講
習
時
間
３
時
間

▽
費
用
無
料

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
、
ま
た
は
直
接
消
防
本
部

警
防
課
寳
瓢
）
７
７
０
１
へ

（
市
内
各
消
防
署
で
も
受
け
付

▼主な個人情報記録項目

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

と
千
葉
県
警
察
は
次
の
と
お
り
、

移
動
暴
力
相
談
所
の
開
設
と
「
泣

き
寝
入
り
防
止
暴
力
団
被
害
１
１

０
番
」
全
国
一
斉
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

専
門
知
識
を
持
っ
た
弁
護
士
、

県
民
会
談
暴
力
追
放
相
談
員
、
警

察
官
が
相
談
を
受
け
、
相
談
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
警
察
へ
の
通
報
、

弁
護
士
の
紹
介
な
ど
、
相
談
者
の

立
場
に
た
っ
て
、
納
得
の
い
く
助

言
・
指
導
・
対
応
を
行
い
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
い
や
が
ら
せ
を
受

け
た
り
、
不
当
な
要
求
を
受
け
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
費
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）

。
「
泣
き
唖
入
り
防
止
暴
力
団
被

害
１
１
０
番
」
全
国
一
斉
電
話
相

’
’

談▼
日
時
９
月
”
百
（
火
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
５
時

▼
相
談
電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ

オ
ー
ヤ
ク
ザ
ゴ

ヤ
ル
念
０
１
２
０
１
０
８
９
３
５

ヨ
ー製
二
一
輪
蜂
鴬
晉
４
３

（
２
５
４
）
８
９
３
０

巻
」
の
日
以
外
に
も
士
・
休
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

刑
事
課
賓
堅
０
１
１
０

．
移
動
暴
力
相
談
所

▽
日
時
・
場
所
９
月
９
日
（
水
）
、

平
成
ｎ
年
３
月
、
日
永
）
、
い
ず
れ

も
午
前
加
時
か
ら
午
後
４
時
、
東

葛
飾
支
庁
（
松
戸
市
小
根
本
７
）

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
千
葉
県
暴

力
団
追
放
県
民
会
議
事
務
局
念
０

４
３
（
２
５
４
）
８
９
３
０

争

↓
竹
ｕ
零
篁
慧
臺
篝
に
鞍
り
手
。

車
両
通
行
止
め
道
路
は
、
緊
急
ま
》
搾
瞠
塞
筆
癖
澤
誇
酔
捗
忙
、
一

一
繩
。
↓
イ
鯛
驍
嬬
潔
撫
潔
怨
鱸
唖
諌
窪
協
課
霊
獣
。
↓

’
１
‐
嬢
‐
１
１
１
１
噸
‐
！
！
！
Ｌ

命
り
ま
す
。
ま
た
、
布
佐
駅
東
側
の
署
寅
理
０
１
１
０

命
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､竹内神社 9月13日(日)から15日(祝）

’ごよる交通規制駒
１
１

１
．
ｆ
ｌ
・
ｆ
ｌ
ｆ
ｌ
ｆ
ｌ
ｆ
ｌ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、
我
孫

子
の
女
性
市
議
と
「
女
性
と
政
瞳

や
「
女
性
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
は

歓
談
の
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
会
話
が
で
き
る

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
が
、

９
月
画
日
（
日
）
か
ら
巧
日
（
祝
）
ま
で

の
３
日
間
行
わ
れ
、
祭
礼
期
間
中
、

もっと素敵に
女たち

＝女性市議9人に聞く＝

鍛
錫
ま
壷
ゆ
区
域
の
道
路
で
も

神
輿
、
山
車
の
運
行
中
は
片
側

竹
内
神
社
か
ら
北
千
葉
揚
排
水

水
道
局
で
は
、
下
表
の
と
お
り

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を

追
加
指
定
し
ま
し
た
。
水
道
工
事

や
手
続
き
は
、
市
指
定
の
事
業
者

に
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
水
道
局
経
営
管

理
課
・
給
水
課
雪
群
）
０
１
１
１

と
思
い
ま
玄

参
加
者
は
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

き
い
・

▽
日
時
９
月
５
日
（
土
）
午
後
１

時
如
分
か
ら
４
時
”
分

▼
場
所
市
民
会
館
（
参
加
鉦
避

マ
参
加
方
法
当
日
、
直
接
お
い

で
く
だ
き
い

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児

（
無
料
）
も
用
意
し
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ん
連
れ
の
方
も
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
あ
び
こ
女
性
会

議
吉
武
實
斜
）
５
８
２
９

f
l車両通行止

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
追
加
指
定

だ
し
山
車
の
運
行
中
は
片
側

０
０
０
０

０
３
３
３

２
４
５
０

２
１
１
２

－
－
－
－

０
０
０
０

３
３
３
３

０
１
４
８

１
１
１
１

⑦
。
◎
⑥

一
一
一
一

③
④
⑧
④

日
１
１

５
日
月

１
く
’

一
日
日

３
３
４

１
１
１

月
月
月

９
９
９
9月15日(祝)④～⑧11 ０

０
３
０
２
２
１
２
－
－
０
０
０
５

Ｏ
０
Ｇ
０④～◎19

一
卸
売
業
は
、
主
た
る
販
売
所
の
所

、
一
睡
戦
羅
卿
鴨
蝋
眺
贈
録
申

一
▽
期
間
９
月
超
日
（
水
）
か
ら
、

一ユ

画一罰ドーー奇ヤーー効一身Ⅷ

飾
支
庁
産
業
課

月
如
旦
金
）

▽
申
請
場
所
小
売
業
：
・
市
商
工

観
光
課
卸
売
業
：
県
庁
農
林
部

農
政
課

▼
申
請
書
の
配
付
小
売
業
…
市

商
工
観
光
課
卸
売
業
・
・
・
県
東
葛

新
規
に
政
府
米
、
ま
た
は
自
主

流
通
米
の
販
売
を
始
め
た
い
方
は
、

米
穀
墾
薬
（
小
売
業
・
製
薬
）

の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

小
売
業
の
新
規
登
録
は
、
主
た

る
販
売
所
の
所
在
す
る
市
町
村
に
、

女
磯
艤
嬬
艤
陰

◎
科
目
ワ
ー
プ
ロ
科
（
基
礎
か
（
学
生
は
除
く
）
、
和
人
（
た
だ
し
、

ら
ワ
ー
プ
ロ
検
定
３
級
程
座
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
日
時
、
月
喝
日
か
ら
皿
月
幻
▼
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

日
の
型
日
間
（
火
・
水
・
金
曜
且
な
ど
に
１
万
円
程
度
の
実
堂

午
前
９
時
和
分
か
ら
午
後
３
時
知
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
９

分
字
ど
も
同
伴
で
の
受
識
不
可
）
月
”
旦
木
）
由
日
釜
）
両
日
と
も

▼
場
所
白
井
町
中
央
公
民
館
午
前
９
時
犯
分
か
ら
午
後
３
時
知

（
白
井
町
白
井
３
７
７
の
６
）
分
ま
で
に
、
本
人
が
印
鑑
と
ハ
ガ

▼
対
象
・
定
員
技
術
や
査
格
を
キ
を
持
参
し
、
直
接
白
井
町
役
場

身
に
つ
け
、
就
職
を
希
望
す
る
女
産
業
課
百
井
町
徴
１
１
２
３
）

性
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方
云
０
４
７
４
（
聖
１
１
１
１
へ

▼新たに指定された給水装置工事事業者
始米

め蒙炎
た具反

、､今売
方業

墓永

篝

廻、を

▽
登
録
要
件
小
売
業
…
お
米
の

販
売
の
た
め
の
売
場
を
有
す
る
こ

と
等
卸
売
業
・
・
年
間
販
売
見
込

数
量
が
４
０
０
０
精
米
ト
ン
以
上

で
、
袋
詰
精
米
を
製
造
す
る
た
め

の
と
う
糖
施
設
を
有
す
る
こ
と
等

▼
申
請
手
数
料
小
売
業
．
：
９
０

０
０
円
（
２
店
舗
目
以
上
は
１
店

舗
に
つ
き
５
０
０
０
円
を
加
算
）

卸
売
業
．
．
．
ｍ
万
円

※
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
入

▼
登
録
日
平
成
加
年
哩
月
１
日

（
火
）
、
３
年
間
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
市
商
工
観
光
課

壷
（
芭
１
１
１
１
内
線
５
０
５
、

県
庁
農
政
課
金
０
４
３
（
２
２
３
）

２
８
１
４

一
一
一
一

住民基本台帳

外国人登録

選挙

学校

国民健康保険

国民年金

市・県民税

軽自動車税

固定資産・都市計画税

地理情報

児童手当

老人医療

し尿処理

上下水道

図瞥館

母子保健・成人保健

保育園台帳

農家台帳

生活保護

戸籍附票

住所、
転居前
氏名、生年月日、性別、続柄、本籍、筆頭者、転入前住所、
住所、転出先住所、届出年月日、異動年月日、異動事由等

住所、氏名、通称名、性別、国籍、世帯主名、入国港、転入前住所、
出生地、職業、勤務先名称、外国人登録番号、在留資格、旅券番号等

登録の有無、登録年月日、投票区、投票区分、抹消年月日、抹消事由
等

学校区、幼稚園区、保護者名等L

住所、氏名、世帯主名、被保険者記号番号、保険税額、納税貯蓄組合
情報、資格取得年月日、資格喪失年月日等

住所、氏名、年金記号番号、年金種別、取得年月日、取得事由、喪失
年月日、喪失事由、免除区分、免除年月日、免除事由等

所得項目、控除項目
納税貯蓄組合情報、

、課税標準額、市民税額、県民税額、合計税額、
勤務先情報等’

所有者住所、所有者氏名、車両情報、税額、納付期限等
ﾛ■■■

所在地、所有者住所、所有者氏名、固定資産税額、都市計画税額、固
定資産税課税標準額、都市計画税課税標準額、納税管理人情報等

地図データ、筆界、建物の位置・形状・面祇、土地の地目・面祇、
街区、都市計画区分、都市計画道路、自然公園区域等

住所、氏名
所得情報、

、性別、世帯主名、配偶者情報、算定児童情報、年金情報
支給開始年月日等

住所、氏名、生年月日、性別、受給者番号、保険者名
診療区分、診療年月日、診療日数等

住所、氏名、人
掃業者情報等

数、手数料情報、収納年月日、浄化槽情報、浄化槽清

所有者住所、所有者氏名、台帳番号、用途、水栓番号、メーター設極
年月日、使用水量、上下水道使用料金、金融機関情報等

住所、氏名、生年月日、性別、電話番号、利用券番号、登録年月日、
貸出情報等

住所、氏名、生年月日、性別、電話番号、育児相談情報、1歳6か月
健診情報、3歳児健診情報、成人病健診情報、住民他診情報等

入園児童の住所・氏名・生年月日・性別、保護者の住所・氏名・世帯
構成員、保育料金、振替口座情報、収納情報等

農地所有者の住所・氏名、土地の地目・面穣、生産調整関係情報等

住所、氏名、生年月日、性別、世帯構成員、職業、民生員情報、就労
収入額、必要経賀、医療資格等

本籍地情報、現住所情報、附票番号、編成年月日、除票区分、除籍年
月日等

被保険者名、

’

今

ビッグ●
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"ガソリンスタンド

業者名

芦
フ
心
肺
Ⅳ

白井工業
株式会社

有限会社
神田設備

撤舗獺子
施ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

株式会社
柏ﾀｲﾙ水道

千代田設備

株式会社

近代住機
株式会社

立工業
弍会社

住所

市川市欠真間
2の23の25

酒々井町

墨68

取手市戸頭
7の2の7

天王台

6の5の15

柏市あけぼの
3の4の25

柏市

豊四季706

松戸市

馬橋2851

電話

047

(357)7413

043

(496)0702

0297

(78)1441

(82)5995

(43)4392

(74)6331

047

(348)9100
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一
抄
型
遡
い

、
月
は
、
千
葉
県
、
我
孫
子
市

な
ど
６
市
２
町
で
構
成
す
る
「
手

賀
沼
浄
化
事
業
連
絡
会
議
」
が
定

め
た
〃
手
賀
沼
浄
化
月
間
〃
で
す
。

こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
市
で

は
手
賀
沼
の
現
状
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
〃
ふ
れ
あ
い

凸
０
０
己
廿
ク
凸
■

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
自

制
し
て
行
わ
な
い
ガ
マ
ン
。

い
や
な
こ
と
に
も
耐
え
て
お

こ
な
う
ガ
マ
ン
。

子育ての悩みに
おこたえします ご

家
族
で
手
賀
沼
を
船
上
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

家庭児童相談室のご利用を

船
上
見
学
会
々
を
行
い
ま
す
。

実
際
に
船
で
手
賀
沼
に
出
て
み

る
と
、
岸
か
ら
見
た
の
で
は
分
か

ら
な
い
手
賀
沼
の
様
子
を
、
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

我
孫
子
市
に
お
住
ま
い
の
方
、

お
勤
め
の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た

我
慢
す
る
こ
と
に
憤
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
を

不
登
校
や
暴
力
へ
と
向
か
わ
せ

て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子

ど
も
の
育
つ
力
を
信
じ
、
一
緒

に
子
育
て
の
悩
み
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
週
月
曜
か
ら

金
曜
日
（
祝
・
休
日
を
除
く
）

午
前
、
時
か
ら
正
午
、
午
後
１

時
か
ら
４
時

※
電
話
で
も
相
談
を
受
け
ら
れ

ま
す
▽
場
所
。
問
い
合
わ
せ
家
庭

児
童
相
談
室
（
市
役
所
児
童
保

育
課
内
）
寳
芭
１
１
１
１
内

線
３
５
２

め
の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
船
か
ら
手

賀
沼
の
現
状
と
、
湖
上
か
ら

の
景
色
を
ご
覧
に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
や
友
達
同
士
、
職

場
の
仲
間
と
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
程
、
月
喝
日
（
日
）

※
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止

▽
受
け
付
け
・
集
合
場
所

手
賀
沼
公
園
ボ
ー
ト
乗
り
場

▽
乗
船
時
刻
午
前
・
午
後

長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
、
再

び
学
校
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時
期
、

お
子
ざ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

県
教
育
庁
で
は
、
教
育
問
題
で

悩
み
を
持
つ
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
我
孫
子
市
教
育

研
究
所
で
巡
回
教
育
相
談
を
行
い

ま
す
。長

欠
や
い
じ
め
、
非
行
、
怠
学

な
ど
教
育
問
題
、
親
子
・
交
友
・

異
性
関
係
、
進
路
問
題
、
生
活
全

般
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
問
題
の

専
門
家
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
皆
さ

ん
の
悩
み
を
お
聞
き
し
、
解
決
へ

の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

相
談
は
継
続
し
て
受
け
る
こ
と

の
希
望
を
取
っ
て
、
応
募
状
況
に

よ
り
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
乗
船
時
間
約
”
分
位
を
予
定

▼
参
加
資
格
我
孫
子
に
在
住
・

在
勤
の
方

▽
定
員
応
募
い
た
だ
い
た
方
全

員
が
乗
船
で
き
ま
す

▽
参
加
費
錘
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
噛
話
番
号
、
午

前
・
午
後
の
希
望
を
明
記
し
、
、

月
２
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
手
賀
沼
諜

冥
芭
１
１
１
１
内
線
５
６
８
，
４

６
２
へ

※
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む

場
合
は
、
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

代
表
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

教
育
問
題
で
お
悩
み
の

方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
を

一
巡
再
国
教
ｌ
青

函
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
麺

《
《
Ⅱ
》
一
八
叩
）
す
。
あ
び
こ
テ
レ
ホ
ン
ガ
ィ
ド
◎
あ
び
こ
フ
ァ
ク
ス
ガ
ィ
ド
恥

《
Ｏ
Ｏ
誰
。
鐸
雌
蕊
芋
驚
凄
慈

《
Ｏ
Ｏ
徹
讓
溌
蕊
艤
鱈
蒸
灘
蕊
驫

》
５
６
師
”
憲
鑿
蕎
蜑
”
書
の
し
莞
施
讓

恥
・
雪
◎
３
蝿
蕊
蒙
一
ｓ
…
識
謹
蕊
が
董
茎
《

内
、
健
康
案
内
、
福
祉
サ
ー
ビ
率

一
珊
胡
伽
甕
萎
膳
舞
鮮
撫
饗
繩
驫

Ｑ
）
押
す
か
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
情
報
の
で
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
《

》
い
険
Ｉ
い
ト
ー
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
利
用
方
法
フ
ァ
ク
ス
電
話
“

州
州

《
ン
ス

》
ホ
ク

》
レ
ア

》
白
丁
《
ノ

麺
▲
貧
芭
１
１
１
１
内
線
３
１
１
頭

恥
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
恥

も
で
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

医
師
も
相
談
員
に
加
わ
り
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
零
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
４
時
加
分

▽
場
所
我
孫
子
市
教
育
研
究
所

（
湖
北
台
東
小
学
校
内
）

▽
相
談
方
法
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
医
師
と
の
個
別
相
談

▽
費
用
無
料

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
９
月
聖
日
（
木
）
午
後
５
時
ま

で
に
教
育
研
究
所
賓
逗
４
６
０

０
へ
（
た
だ
し
か
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

相

談
》

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ウ
イ
ｉ
ク
エ
ン
ド

マ
日
時
９
月
廻
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
（
参
加
費
無
料
）

▽
場
所
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
沼
南
町
泉
１
２
４
０
の
１
）

▽
内
容
①
簡
単
な
漫
画
の
か
き

方
の
体
験
②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
夏
の
星
座
と
宇
宙
か
ら
見
た
星

空
」
牢
前
畑
時
、
皿
時
）

》
対
象
ど
な
た
で
も

▽
申
し
込
み
当
日
、
直
接
お
出

か
け
く
だ
さ
い

手賀の丘少年自然の家

一

参加募集

手
賀
の
秋
を
見
つ
め
て

▼
日
時
、
月
聖
日
（
土
）
午
前
皿

時
釦
分
か
ら
お
旦
旦
午
前
ｎ
時
ま

で
Ｔ
泊
２
且

▼
場
所
同
少
年
自
然
の
家

▼
内
容
少
年
自
然
の
家
周
辺
の

里
山
や
手
賀
沼
を
家
族
ご
と
に
散

策
し
、
夜
は
秋
ボ
タ
ル
（
ク
ロ
マ

ド
ボ
タ
ル
）
の
観
察
を
、
翌
日
は

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

＊
散
策
コ
ー
ス
：
．
①
手
賀
の
丘
公

園
の
散
策
②
公
園
内
樹
木
あ
て

ゲ
ー
ム
③
手
賀
沼
周
辺
の
散
策

④
手
賀
の
文
化
財
を
訪
ね
て

▼
対
象
４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

を
中
心
と
し
た
家
族
、
外
国
人

▼
定
員
先
着
釦
人

マ
持
参
ス
ポ
ー
ツ
用
の
服
装
、

着
替
え
、
洗
面
用
具
、
保
険
証
等

▽
参
加
餐
１
人
２
３
０
０
円

（
食
事
代
、
保
険
代
等
）

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
９

月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

同
施
設
貧
巴
１
９
２
３
へ

七
月
中
旬
に
手
賀
沼
の
遊
歩
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の

’

’

１

１

１

Ⅱ

１

１

１

１

１

Ⅱ

１

１

ｑ

’

１

ｊ

ｑ

ｄ

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
達
と
一
緒
に
来
て
く
だ

さ
い
。

▼
場
所
・
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
・
・
・
９
月

３
日
宋
）
・
”
旦
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
．
：

９
月
、
日
宋
）
室
日
宋
）

＊
湖
北
台
分
館
穴
１
バ
タ
イ
ム
）

…
９
月
ｎ
日
（
金
）

▽
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
”

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
、
分
ま
で
）

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
警
館

お
は
な
し
会

一
」ぴあ

図
書
館

だ
よ
りー」、

▲
1

弾

蕊,，「」 』

壷
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
訂
）
３
０
５
５

壷
（
麹
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

水
田
や
湿
地
で
オ
モ
ダ
カ
の
白
い

花
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
柄
の
あ
る
オ
モ
ダ
カ
の
葉

は
、
基
部
が
二
つ
に
裂
け
て
長
く

伸
び
、
趣
の
あ
る
形
を
し
て
い
ま

す
。
茎
は
泥
中
に
枝
を
伸
ば
し
、

先
端
に
小
さ
な
芋
状
の
球
茎
を
作

り
ま
す
。
オ
モ
ダ
カ
の
変
種
で
、

中
国
原
産
の
ク
ワ
イ
は
、
芋
が
大

き
い
の
で
、
こ
の
芋
を
お
せ
ち
料

理
に
使
い
ま
す
。

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
水
彩
画
Ⅱ

▼
作
品
峡
谷
、
田
園
、
曲
り
道
、

稲
村
、
収
種し
ろ
た
に

▼
作
者
城
谷
誠
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
和
紙
ち
ぎ
り
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

ち
よ
、
っ

＊
夕
景
（
Ｆ
６
）
：
・
趣
さ
き
子

（
布
佐
平
和
台
）

;雛:そよかぜ号9月の日程(篇天中止）
－

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

曜日日場所時間(午後）

氷鱗嬢灘繍
木§布佐南近隣センター2:00~2:40
17新木児童公園3:00～4:00

金晶線蕊筑，鰯:順:：
三洋電機社宅入口l:30～2:15

水9カクライ家具駐車場2:30～3:00

台田池尻公園3:20～4:00

木蕊蕊東3児婁鯛:順:：
金1jl根戸近隣センター2:00～2:40
25束急ショッピングセンター裏3:00～4:00

２
．
花

水

３
．
打

木

オ モダカ ４
．
幅

－

金

ノ

オ
モ
ダ
カ
の
花
は
長
く
伸
び

た
花
茎
の
節
に
三
個
ず
つ
つ
き
、
が
く

そ
れ
ぞ
れ
の
花
に
は
緑
色
の
薯

と
白
色
の
花
弁
と
を
三
個
ず
つ

つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
花
に
は

雄
花
と
雌
花
の
別
が
あ
り
、
雄

花
に
は
多
数
の
雄
し
べ
が
、
雌

花
に
は
多
数
の
雌
し
べ
が
あ
り

ま
す
。花

は
十
月
頃
ま
で
見
ら
れ
、

花
後
、
雌
花
に
は
種
子
も
で
き

ま
す
の
で
、
オ
モ
ダ
カ

は
こ
の
種
子
と
球
茎
と

１
Ｊ
で
繁
殖
し
ま
す
。

科
萩
の
田
の
わ
苑
る

か
あ
と
の
稲
茎
に

だ
わ
び
し
く
残
る

も
お
も
だ
か
の
垂

お
長
塚
節

Ｉ
！
（
文
・
写
真佐

久
間
俊
行
）Ｉ

＊
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
（
サ
ム
ホ
ー
ル
）

。
：
田
村
た
み
子
（
布
佐
平
和
台
）

＊
葉
げ
い
と
う
（
６
号
）
．
：
辻
美

瑳
子
（
布
佐
平
和
台
）

＊
つ
ば
き
（
色
紙
）
…
成
田
敬
子

（
布
佐
）

＊
あ
ざ
み
（
サ
ム
ホ
ー
ル
）
．
：
久

田
達
子
（
布
佐
平
和
童

＊
菜
の
花
（
６
号
）
．
：
吉
岡
て
る

（
布
佐
平
和
台
）

園
展
示
期
間
９
月
９
旦
水
）
か

ら
、
月
ｎ
日
（
日
）

水 9

ｍ
・
型

木

’
１
５

己
■
８
●
（
沙
』

金



■
19989↑（4）録び

＝

＝
巨
言

一

０８９銭弟

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

詳
細
は
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種
ノ

ー
ト
、
小
・
中
学
生
は
予
診
票
に

添
付
の
注
意
書
き
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
蜜
用
対
象
年
齢
内
は
鉦
料

骨
量
が
減
少
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
検
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
も
い
わ
ど
の
神
経
症
状
で
お
悩
み
の
方

診
を
お
受
け
く
だ
き
い
。
れ
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
健
診
▽
内
容
専
門
医
に
よ
る
相
談

▽
日
時
、
月
５
日
（
月
）
・
７
日
で
肝
臓
病
が
発
見
き
れ
る
方
が
増
▽
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
電

丞
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
釦
分
、
午
え
て
い
ま
す
。
話
で
９
月
８
旦
火
）
ま
で
に
柏
保
健

後
１
時
か
ら
３
時
犯
分
（
日
時
は
こ
の
機
会
に
、
肝
臓
病
に
つ
い
所
疾
病
対
策
班
空
色
１
２
５
５
へ

●
●
●
ロ
●
●
ｃ
ｏ
ｏ
●
。
。
、
●
。
⑨
■
、
。
●
●
⑨
●
。
。
＠
。
●
、
、
●
。
●
。
⑦
。
。
⑪
。
。
、
④
、
、
○
。
。
。
。
、
⑨
弓
回
、
●
、
。
、
○
○
回
。
■
●
旬

新分女
陳泌性
代逓の
謝が場
が少合
スな、
ムく女
Iな性
ズるホ
にとル
レ、、モ

か骨ン
ずのの
、

|農，
病
講
ミ富〃一一
一

＝

市
で
は
、
市
内
在
住
で
昭
和
鱈

年
４
月
１
日
か
ら
翠
年
３
月
五
日

生
ま
れ
の
女
性
を
対
象
に
、
骨
粗

し
よ
う
症
検
診
を
行
い
ま
す
。

骨
は
絶
え
ず
壊
き
れ
、
そ
の
一

方
で
新
し
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

篝
G
B

一善 懲骨
綱
し
よ
う
鐘

検
診
篭
実
施

｡

、

、。
｡ 凸

胴の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持参健康保険証と診療費

。

健 康

ガイド

』

、病。医院名

ｱビｺﾀﾄ科整形ﾀ側病院

|平和台病院

電話

84-7321

｜
皿
一

89-1111 ９
月
末
頃
に
検
診
通
知
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
検
査
方
法
と
う
骨
（
腕
）
の
骨

塩
最
と
骨
幅
を
Ｘ
線
で
測
定

▽
定
員
先
着
６
０
０
人

▼
費
用
１
０
０
０
円
（
住
民
税

非
課
税
・
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

▼
持
参
検
診
通
知
ハ
ガ
キ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
喧
日

（
祝
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台

１
の
哩
の
超
保
健
セ
ン
タ
ー
賞
翫
）

１
１
３
１
へ

※
生
年
月
日
は
正
確
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

予防接種名 対象年齢。接種回数
4歳未満・ツベルクリン反応
検査の結果、陰性反応の場合
はBCGを1回接種
生後12月から90月未満･1回接種

82-1381
ツベルクリン反応
及びBCG接種88-3111

麻疹（はしか）88-3111

20日
ジフテリア三種
百日せき混合
破傷風

蕾|鰯ﾘｱ’

生後3月から90月未満･I期初回
(3回)及びI期追加1回接種※百日
せきにかかった人は二種混合を接種

11歳から13歳未満(小学6年生に
予診票を配布)．､第Ⅱ期1回接種

生後12月から90月未満、12歳か
ら16歳未満（中学2年生に予診
票を配布）。1回接種

生後6月から90月未満・初回
（2回）及び追加1回接種

9歳から13歳未満（小学4年生
に予診票を配布)．1回接種

14歳から16歳未満（中学3年生
に予診票を配布)．1回接種

’ 84-5555

89-1111
－－

我孫子つくし野病院

’
84-2211

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
９
月
配
日
（
月
）
午
後
１

時
受
付
、
１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
「
肝
臓
病
と
尿
酸
に
つ

い
て
」

▼
参
加
費
無
料

▽
持
参
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
９
月
鵡
日
釜
）
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

めかるこどもクリニック
▼
日
時
、
月
８
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
（
予
約
勉

▽
場
所
沼
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
歩

き
づ
ら
い
、
力
が
入
り
に
く
い
、

筋
力
の
衰
え
、
手
足
の
ふ
る
え
な

ど
の
神
経
症
状
で
お
悩
み
の
方

▽
内
容
専
門
医
に
よ
る
相
談

マ
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
麺

85-5666
神
経
難
病
相
談

風し ん

休日救急歯科診療所(市民会館内）
日曜。休日の午前恋(84)1311
9時からTi時30分（踊濁内のみ）

第1期

日本脳炎第叫リ

｜細期
’ 夜間に急病のときは

’ Sﾌ)1141テレホン
サービス 冠（

9月の各種健診と健康教室
保健センター湖北台1の12の16恋(87)1131

柏
保
健
所
で
は
、
精
神
分
裂
病

患
者
の
家
族
を
対
象
に
、
病
気
や

治
療
、
患
者
へ
の
対
応
な
ど
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

発
病
後
、
不
安
や
心
配
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
機
会
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
程
・
内
容
下
表
参
照

マ
資
格
保
健
婦
免
許
資
格
取
得

者
で
詣
歳
以
下
の
方

▼
定
員
１
人

▽
勤
務
期
間
、
月
６
日
か
ら
平

成
ｎ
年
３
月
幻
日

▼
勤
務
場
所
柏
保
健
所

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
柏

保
健
所
疾
病
対
策
班
冥
印
）
１
２

５
５
へ 産

休
代
替
職
員
を

募
集
し
ま
す

精
神
分
裂
病

家
族
教
室

’ 内容（その他）’期日 対象時間項目

受付
12:45～13:00

父親・母親になる
方・家族の方

産科医の話、お風呂の入れ
（電話で予約）

ビデオ

方などしあわせ学級 18日

持参…母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(4日)、歯ブラシ(11日）
（電話で予約）

受付
9:15～9:30

妊娠20～27週の
妊婦母親学級 4日､11日

平成10年5月生まれ
(対象児に通知）

身体測定・赤ちゃん体操、栄養・育
児相談など持参…母子健康手帳

1日、8日
22日

受付…通知の
指定時間内3カ月児相談

|謹婚総難綱談育児相談
乳幼児の育児につ
いて相談のある方’

▼精神分裂病家族教室日程受付
13:30～14:30

▽
場
所
柏
保
健
所

▽
対
象
精
神
分
裂
病
発
病
後
数

年
以
内
の
患
者
琶
お
持
ち
の
家
族

》
定
員
先
着
和
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
柏
保
健
所
糖
神
保
健
福
祉
班

容
（
印
）
１
２
５
５
へ

育児相談 11日
日時 講座内容 講 師

平成10年4月14日以前に1回目を投与した方
平成10年1月以前生まれで1回目を受ける方
平成10年2月以前生まれで1回目を受ける方
平成10年5月12日以前に1回目を投与した方
母子健康手帳予診票（予防接種ノートに添付）

1日

8日

22日
29日

持参

日
日
日
日

１
８
２
９
２
２

1日目9月30日（水）
午後1時30分から4時

初石病院医師
小林健一精神分裂病について小児マヒ生ワクチン

(ﾘｵ)投与

受付
13:15～14:15 2日目10月7日（水）

午後1時30分から4時
初石病院医師
小林健一糊I分裂病の治療について

トー 3日目10月12日（月）
午後1時30分から4時

臨床心理士
中村はるみ家族の対応について

’"5~,0:301
受付 持参…母子健康手帳、健診票

歯ブラシ(親と子の2本）
平成9年2月生まれ
(対象児に通知）1歳6カ月児健康診査 3日、10日

①福祉制度について|鵠榊I鱸鋤相識
②よつば会の活動について｜島村圭子

4日目10月21日（水）
午後1時30分から3時40分

’ ’
持参･･･母子健康手帳、通知ハガキ、
歯ブラシ（親と子の2本）、コップ、
タオル

平成8年1月生まれ
（対象児に通知）

受付
9:15～10:302歳8カ月児歯科検診 24日

繩
女
性
の
排
尿
痛

鋤
〈
女
性
の
場
合
、
排
炎
で
は
な
く
、
外
陰
の
皮
瀞

康
馬
至
る
時
ま
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
錯

健
雅
淵
鯛
臓
蹴
鵡
灘
瀧
澤

炎
と
考
え
る
の
が
普
通
で
す
。
る
人
が
よ
く
い
ま
す
。
特
峠

す
ぐ
に
薬
局
で
薬
を
求
め
て
治
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
逓

そ
う
と
し
が
ち
で
す
。
単
な
る
膀
必
要
で
す
。

胱
炎
の
場
合
は
、
そ
れ
で
も
良
い
素
人
の
考
え
で
治
そ
う
シ

の
で
す
が
、
簡
単
で
な
い
も
の
も
早
く
病
院
で
診
察
を
受
け
ヱ

あ
り
ま
す
。
を
お
勧
め
し
ま
す
。

薬
を
飲
ん
で
も
良
く
な
ら
な
い
、
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
幸

ま
た
、
痛
み
の
強
い
場
合
は
膀
胱
会
冥
認
）
５
５
２
５

心
病
む
人
と
家
族
の
自
立
に
対

し
て
、
そ
ば
に
い
る
人
、
地
域
社

会
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。精

神
科
の
診
療
、
デ
イ
ケ
ア
、

グ
ル
ー
プ
・
ホ
ー
ム
、
作
業
所
、

３
琴
罎
二
進
域
社
会
陰
で
琴
二
二
』
釘

心
霊
麺
人
の
白
一
子
琶
支
一
起
る

受付
12:45～13:45

持参
ラシ
･母子健康手帳、健診票、歯プ
(親と子の2本）、尿､アンケート

平成7年2月生まれ
（対象児に通知）3歳児健康診査 14日､17日

’
簡単にできる離乳食のつくり方、試
食電話で予約（先着20人）

受付
9:30～10:00

離乳食教室 乳児を持つ母親18B

8日､22日
29日、

I
受付
13:00～13:30

肩こり腰痛予防の体操、栄養の話、歯の話なと
持参…健康手帳、体操のできる服装

肩こり。腰痛教室

|栄養相談｜
|酒害相談｜
|ｱﾙｺーﾙ家族教室’

指導を受けたい方｜カロリーチェック、献立アドバイス鵬
一
幅

電話で予約

アルコール問題を
抱えた本人、家族

グループミーティング
お気軽にご相談ください

13:30～15:00

11日

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください
家
族
会
の
組
織
な
ど
、
ざ
ま
ざ
ま
一

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
専
門
一

医
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

▽
日
時
９
月
幻
日
（
日
）
午
後
２
－

時
か
ら
４
時
（
参
加
鉦
慈

▽
場
所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
ー

マ
講
師
平
山
正
実
（
医
学
博
士
三

▽
問
い
合
わ
せ
心
の
ケ
ア
グ
ル
ー

ー
プ
寺
田
貧
理
３
６
７
９
一

排
尿
痛
一

炎
で
は
な
く
、
外
陰
の
皮
厨
炎
の
一

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
わ
け
の
一

分
か
ら
な
い
薬
を
塗
っ
て
い
る
う
一

ち
に
、
ひ
ど
く
悪
化
し
て
来
院
す
一

る
人
が
よ
く
い
ま
す
。
特
に
糖
尿
一

病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
注
意
が
一

必
要
で
す
。

素
人
の
考
え
で
治
そ
う
と
せ
ず
、
一

早
く
病
院
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
一

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

会
云
（
認
）
５
５
２
５

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)冠(67)1255

’
乳幼温雑鯏|'''|1":001鶴騨騨爾

１
１
発達心理相談員・保健婦の相談・
指導電話で予約（地域指導班）

療育相談'2綱|職00-",嵯撫#解整形外科医の診察、保健婦の相談指導持参…母子健康手帳
1

1 アルコール問題を
抱えた本人、家族

糖神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要

ｱﾙｺー ﾙ糊ごと欄

心の健康相談

7日、22日 14:00～16:00

［ 4日、11日
18日､258

瀞神病、繍神神経
症で悩んでいる方

蒲神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約力泌要

l4:00～16:00

一■－■_今一◆ー｡一●,■申■む●●■●■七q■勺●4,由弓｡qL巳4,◆qDa4D凸P. 一F｡'FIlP-4bぞ■●■■－■－1－凸一｡－■一合一

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▼
無
料
で
＊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
池
（
２
ｍ
×
１
理
〈
渡
辺
垂

（
配
）
６
９
８
９
〉
＊
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
デ
ス
ク
〈
坂
本
垂
（
認
）
１
７
１

田
中
栄
太
郎

○
ｍ
ｍ
叩
グ
一
」

切
娘
に
仕
立
て
し
浴
衣
を
孫
に
着
せ
に
け
り

め

斉
藤
幸
子

締
炎
．
ま
課
壜
に
蕊
の
梅
を
並
べ
け
り
谷
口
正
英

鰡
識

率
拙
硫
患
竜
さ
ん
早
く
よ
く
な
れ
病
院
の
七
夕
飾
り
に
書
い

が
吻
詞
て
下
げ
あ
り

新
堀
孝
女

つ
ゆ

訪
い
獺
た
ま
さ
か
の
梅
雨
晴
れ
な
ら
む
く
っ
き
り
と
二
一
ヶ
月

皆
着
市
照
れ
り
藍
深
き
空
高
橋
つ
や
子

帷
悩
絡
癖
蔵
延
に
旦
」
と
舞
ひ
飛
ぶ
黒
揚
羽
今
朝
は
獅
可
『

よ
日
我
畦
誉
舞
ふ
村
上
弘

だ
５

く
ち
な
し
よ
み

蟷
棚
識
白
妙
の
楯
子
二
輪
仏
境
に
飾
り
て
黄
泉
の
母
待
つ
盆

は
応
の
日

中
野
武

永
平
寺
広
き
御
堂
に
少
年
僧
の
経
典
唱
ふ
る
声
透
き

選
通
る

新
藤
道
子

太
雨
に
煙
る
沼
一
望
に
眺
め
つ
つ
い
ま
の
今
昔
友
と
語

寛
り
ぬ

小
出
礼
子

た
わ

歌
岬
震
憾
灘
鵠
を
ふ
り
網
を
あ
む
蜘
蛛
の
知
恵

短
２
ゞ
…
，
“
…
霞
，
涛
豊

戦
死
せ
し
夫
の
言
守
り
五
十
年
余
ひ
と
り
男
の
児
育

て
き
し
と
ぞ
東
海
林
窯
和

街
路
樹
の
根
本
に
槌
ゑ
し
向
日
葵
は
身
丈
に
伸
び
て

わ
れ
の
見
上
ぐ
る
松
浦
白
梅

こ
の
怒
り
悲
し
み
い
か
に
伝
ふ
べ
き
核
実
験
に
拍
手

を
み

す
る
國
民
に
廣
瀬
正

短
歌
の
選
者
で
あ
る
山
本
寛
太
氏
の
歌
集
「
真
菰
」
が
、

平
成
、
年
度
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

命
⑤
③
信
翻
③
⑪
③
⑪

俳句
竹内旦選

辮
辮
の
み
ど
り
し
た
た
る
夏
料
理
渋
谷
多
佳
子

う
れ

握
り
た
る
稲
穂
の
張
り
の
嬉
し
か
り
秋
田
善
実

青
亮
辮
詳
ご
歸
り
け
り
雇
多
羅

小
茄
子
演
け
は
ず
む
思
ひ
や
蝉
し
ぐ
れ
篠
崎
信
一

み
ん
み
ん
や
大
さ
獺
か
兜
屋
根
高
橋
喬

ね
む
合
漱
の
花
窓
に
母
待
つ
夕
べ
か
な
篠
田
ま
き

う
掘
弱
ず
ま
な
か

牛
蛙
間
の
真
中
を
ふ
く
ら
ま
せ
岡
野
裕
亮

梅
雨
明
け
の
白
蒋
脚
を
伸
ば
し
翔
ぶ
三
谷
和
夫

よ
し
ず

犬
小
屋
に
葭
愛
立
て
か
け
あ
り
に
け
り

５
〉▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
諜
念

（
お
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

’
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月
叫
日
・
響
口
・
墾
日
の
い
ず
れ
唖
。
。
。
。
鯵
。
。
。
。
。
鯵
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
鯵
。
。
。
。
。
。
。
等
一

案
麦
れ
霊
？
；

ガ
‐
雪
薑
。
の
誌
蕊
書
ゞ
鴬
回
匿
■
室
サ
■
卜
馨
謹

▼
対
象
市
内
在
住
の
男
女

植
物
と
触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
癖
簾
勤
（
応
蕃
臺
曹
轌
墓
墓
し
め
る
と
、
の
葵
で
蕊
し
み
く
言
。
〃
鑓
１
番
＊
乗
掌

鍛
好
評
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
▽
日
時
９
月
５
日
（
土
）
午
後
５
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
鈴
木
博
子

○

み
き
と

中
央
公
民
館
で
は
、
新
し
い
試
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
「
庭
木
の
へ
貢
曜
・
祝
日
は
休
塗
▼
参
加
費
７
０
０
円
雑
９
月
は
フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
時
釦
分
開
減
（
入
場
無
料
）
（
フ
ル
ー
ト
）
、
棚
橋
美
里

で
簔
摩
蕊
し
手
。
“
遊
雲
真
義
し
む
檗
拳
念
謹
濯
難
蕊
藩
懸
巽
譲
霊
緊
橦
雲
蕊
窪
鴎
鵡
域

み
と
し
て
、
公
民
館
以
外
の
場
所
手
入
れ
講
座
」
も
開
催
。

ふ
り
が
な

テ
ー
マ
は
秀
－
ぞ
一
ン
グ
」
。
機
会
と
し
て
、
参
加
し
て
み
ま
せ
花
木
、
生
け
垣
な
ど
の
蝉
毒
を
明
記
し
、
９
月
昭
日
釜
・
消
錬
秋
の
夕
べ
を
、
若
手
音
楽
家
渡
辺
良
子
（
ピ
ア
ノ
）
…
十
五
夜
プ
ラ
ザ
冥
邑
２
１
１
１

q■

自分の手のひらから形を創る
:F

皇‘ 後期ふれあい陶芸
参加者募集

月
畔
日
・
到
日
・
垂
日
ａ
ｖ
す
れ
殿
。
。
。
。
ｅ
ｅ
令
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
ｅ
。
。
＄
命
令
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
③
。
。
。
。
。
。
。
。
④
。
。
。

ク
・

棄
窒
余
謹
霊
蕊
奮
魯
誉
ビ
会
・
卜
霊
堯

圃

ン
サ

マ
対
象
帝
串
型
佳
住
の
男
女
。
オ
リ
ン
の
た
め
の
パ
ル
テ
イ
ー
鍼

と
触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
癖
簾
勤
（
応
蕃
臺
曹
轌
墓
墓
し
め
る
と
、
の
葵
で
蕊
し
み
く
言
。
〃
鑓
１
番
＊
鈴
奮
患

鍛
好
評
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
▽
日
時
９
月
５
日
（
土
）
午
後
５
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
鈴
木
博
子
殿

。

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
「
庭
木
の
へ
（
月
曜
・
祝
日
は
休
館
）
▼
参
加
費
７
０
０
円
（
フ
ル
ー
ト
）
、
棚
橋
塞
壁
斗

韓
９
月
は
フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
時
釦
分
開
減
（
入
場
無
料
）

蟇
雲
真
義
し
む
檗
拳
念
謹
濯
難
蕊
藩
懸
巽
譲
霊
緊
權
雲
蕊
窪
鴎
鵡
蕊

手
入
れ
講
座
」
も
開
催
。

ふ
り
が
な

機
会
と
し
て
、
参
加
し
て
み
ま
せ
花
木
、
生
け
垣
な
ど
の
蝉
毒
を
明
記
し
、
９
月
昭
日
釜
・
消
鍼
秋
の
夕
べ
を
、
若
手
音
楽
家
渡
辺
良
子
（
ピ
ア
ノ
）
…
十
五
夜
プ
ラ
ザ
蚕
（
記
）
２
１
１
１
録

ん
か
。
を
学
ぶ
識
座
で
す
。
庭
の
手
入
れ
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
弘
殿
。
。
。
。
。
翁
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
今
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。○

出
張
講
座
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
芝
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
中
央
公
民
館
「
庭
木
の
手
入
れ
径

０
，
－
’
ソ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
開
催
し
ま
す
。
一
」
出
席
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
》
つ
く
り
マ
日
時
、
月
３
日
・
酔
日
、
皿
實
理
０
５
１
５
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
術
展
を
支
◎
作
品
制
作
者

繊
獣
鋤
雪
帳
織
雲
純

小
学
校
地
域
交
流
教
室
▽
制
作
期
間
、
月
３
日
（
土
）
か

ら
、
月
嘔
日
釜
）

先
着
知
人
高
齢
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
従
事
す
る

莞
苧
７
．
．
円
葱
巍
惹
耀
謹
逹
騨
窪
舞
美
〃
離
蕊
同
脅
呈
か
ら
ご
屋
重
皿
月
画
呈

▼
場
所
相
島
の
森
広
場

萱
含
む
）
識
菫
蟇
臺
…
．
付
け
て
い
た
だ
く
蕊
‐
ム
《
”
》
寶
請
八
一
雲
臺
”
外
方
緋
瀞
難
一
灘
洩
識
識
悪

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
に
、
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
現
在
既
に
従
事
し
て
い
る
方
土
、
わ
ら
、
も
み
が
ら
な
ど
、
自

塞
雲
言
魏
蕊
灘
菫
議
蕊
野
約
燗
難
竪
蕊
謹
菫

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

地
区
公
民
館
の
後
援
に
よ
り
、
事
業
に
就
職
を
希
望
す
る
方
は
、
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性
え
が
み

最
近
人
気
の
高
い
〃
陶
芸
〃
の
こ
の
機
会
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
雑
木
林
や
、
月
過
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
３
時
（
理
６
０
２
１
、
フ
ァ
ク
ス
（
聖

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
▽
日
程
、
月
畔
日
か
ら
ｎ
月
、
生
年
月
日
、
砺
話
番
号
、
返
信
用
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
を
続
け
る
手
賀
ま
で
、
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
３
６
８
５
へ

あ
び
こ
陶
友
会
で
は
、
湖
北

地
区
公
民
館
の
後
援
に
よ
り
、

最
近
人
気
の
高
い
〃
陶
芸
〃
の

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

士
に
触
れ
、
焼
き
も
の
を
と

お
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
ふ

れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
９
月
奉
日
か
ら
平
成

ｎ
年
２
月
喝
日
ま
で
の
毎
月
第

２
．
４
土
曜
日
、
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
”
分
（
全
８
回
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
。
定
員
市
内
在
住
の

男
性
哩
人
、
女
性
８
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
餐
６
０
０
０
円
（
全

８
回
分
、
材
料
饗
は
別
塗

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
９
月
７
日
（
月
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
中
里
錘
の
３
湖

北
地
区
公
民
館
ふ
れ
あ
い
陶
芸

講
座
係
寅
理
４
４
３
３
へ

（
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
そ

の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

套
鑿
ロ
か
ら
雲
５
分
一
、
鐘
爵
雛
蒸
濡
鯉
離
壕
蕊
鰹
さ
ん
を
擢
薦
し
て
く
だ
き
い

近
隣
福
祉
施
設
等

▽
対
象
東
葛
飾
支
庁
管
内
（
我
祉
課
金
０
４
７
（
３
６
１
）
４
Ｏ
す
る
意
識
を
高
め
、
日
常
生
活
で
県
で
は
「
心
豊
か
で
う
る
お
い
５
６
０
松
戸
市
小
根
本
７
束
葛
飾

孫
子
市
、
柏
市
な
ど
）
に
居
住
し
、
７
７
へ
も
自
然
と
関
わ
る
方
法
を
見
つ
け
の
あ
る
ふ
る
ざ
と
ち
ぱ
」
を
つ
く
支
庁
総
務
課
県
民
セ
ン
タ
ー
念
０

冒
戸
１
弓
う
ｊ
，
コ
コ
目
目
１
ｊ
ｂ
ｂ
＄
「
ノ
コ
コ
Ｂ
，
ｇ
ｇ
フ
‐
３
５
Ｐ
フ
ジ
ｊ
る
た
め
、
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ぱ
４
７
（
３
６
１
）
２
１
１
３
へ

毎
周
繁
霊
土
曜
園
は
み
ん
な
で
楽
し
く
滋
ぼ
う
鐸
瀞
鵬
踊
闘
寺
ゞ

学
校
週
５
日
制
関
連
行
事
淵
唾
懲
野
灘
鴻
籍

卓
球
、
囲
碁
や
折
り
紙
な
ど
で
、
碁
（
囲
碁
は
第
４
土
曜
日
も
開
催
）
シ
ー
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

｜
言
重
替
釜
臺
？
…
〃
翼
旦
ゞ

第
２
土
曜
日
の
学
校
休
業
日
に
み
▼
持
参
①
・
・
ラ
ケ
ッ
ト
（
持
つ
皆
さ
ん
が
出
会
っ
た
親
切
な
乗

ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
て
い
る
方
）
、
タ
オ
ル
、
上
履
き
務
員
さ
ん
を
推
薦
し
て
く
だ
き
い
◎

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
や
手
編
み
▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
中
央
公
多
く
の
推
薦
を
受
け
た
乗
務
員

一
倭
な
ど
が
あ
る
月
は
、
広
報
あ
び
こ
民
館
念
（
狸
）
０
５
１
５
さ
ん
は
、
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ぱ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
◎
楽
し
く
遊
ぼ
う
優
良
実
践
者
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

囹
日
時
９
月
か
ら
、
月
ま
で
の
▽
内
容
①
折
り
紙
（
折
り
紙
、
守
募
集
期
間
９
月
１
日
（
火
）
か

●
■
■
‐
１
■

牌
分
か
ら
ｎ
時
調
分
参
加
識
無
料
）
し
会
、
語
り
③
ベ
ー
ゴ
マ
④
将
棋
、
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
夕

壼
轡
Ⅷ
言
瓠
。
雷
雲
篝
薑
二
苫
〃
シ
‐
雷
に
掌
塗
曇
ァ
ゞ

て
み
よ
う

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
湖
北
地
ケ
ー
ト
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要

‐
１
１
▽
内
容
①
卓
球
、
②
子
ど
も
囲
晨
民
雲
垂
４
４
３
３

事
項
を
記
入
し
、
〒
２
７
１
１
８

日
ま
で
の
内
の
ｎ
日
間
に
ご
自
分
の
宛
名
を
明
記
し
、
９
沼
の
ほ
と
り
で
の
美
術
制
作
発
表

▽
場
所
県
東
葛
飾
合
同
庁
舎
月
酔
日
（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
を
と
お
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
を

■
１
４■

、

巳
『
Ｐ

巻
尭
↑
瓠

一

親
切
な
勿
私
劉
濟
１
塑
迩
転
尋

ザ･ﾜー ﾙドﾕー ｽｾﾐﾅー 参加募集

世界の料理
海外食文化を話し合い外国料理を作ろう

流
山
青
年
の
家
で
は
、
〃
ザ
・

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
Ｉ
世

界
の
料
理
々
を
開
催
し
ま
す
。
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、

中
国
、
台
湾
の
内
、
一
つ
の
国
の

料
理
を
体
験
す
る
ほ
か
、
す
べ
て

の
国
の
料
理
の
試
食
や
、
各
国
の

食
習
憧
・
食
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
程
。
場
所
、
月
４
日
（
且
、

流
山
市
南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
南
流
山
駅
徒
歩
３
分
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▽
講
師
近
隣
大
学
の
留
学
生
等

▼
対
象
。
定
員
高
校
生
以
上
の

高
齢
者
が
社
会
の
重
要
な
一
員

と
し
て
、
生
涯
を
健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、

明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
長
寿
社

会
作
り
を
め
ざ
し
て
「
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
死
」
を
開
催
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
き
い
。

◎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
観
覧
募
集

▼
日
時
・
場
所
ｎ
月
７
日
（
土
）

正
午
開
場
、
午
後
０
時
犯
分
か
ら

午
後
４
時
抑
分
、
青
葉
の
森
公
園

シルJ(一フェスティj(ル'98

観覧希望者。
ファッションコンクール

出場者募集
青
年
男
女
、
知
人

▼
参
加
費
１
５
０
０
円
程
度

▽
持
参
エ
プ
ロ
ン
な
ど
調
理

に
必
要
な
も
の

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
聯
業
、
電
話
番
号
、
外

国
料
理
の
第
１
・
第
２
希
望
を

明
記
し
、
９
月
５
日
（
土
）
か
ら
ｎ

日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
１
０
１
５
３
流
山
市
中
１

１
０
流
山
青
年
の
家
ザ
・
ワ
ー

ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
係

垂
（
”
）
２
０
０
４
へ

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
一
也

▼
内
容
①
い
き
い
き
講
演
会

天
生
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
講
師
：
、

ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀
②
印
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
「
シ
ル
バ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
③
専

門
学
校
の
学
生
に
よ
る
「
交
流
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
④
子
ど

も
と
漂
煮
お
饗
襄

▼
定
員
先
着
５
０
０
人

▼
入
場
料
鉦
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
人
数
を
明
記
し
、
、
月
知
日

（
全
ま
で
に
〒
２
６
０
１
０
０
１

３
一
葉
市
中
央
区
中
央
３
の
喝
の

３
千
代
田
生
命
千
葉
中
央
ビ
ル
６

階
（
財
）
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
長
寿
課
壷
０
４
３
（
２
２
１
）

７
４
４
８
、
フ
ァ
ク
ス
０
４
３

（
２
２
１
）
４
７
７
７
へ

◎
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
・
出
場
者
募
集

▽
参
加
資
格
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
釦
歳
以
上
の
方

▼
作
品
対
象
モ
デ
ル
本
人
か
ご

家
族
・
友
人
（
年
齢
不
問
）
の
製

作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衣
服

▼
募
集
数
犯
人

》
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
、
月
９
日
釜
）
ま
で
に
同
財
団

長
寿
課
容
０
４
３
（
２
２
１
）
７

４
４
８
へ

－
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圃曝圃瞳

■
’似曰時・場所9月20日(日)午前市内在住の障害者の方、一緒に

9時開始〈雨天の場合は10月4農作業をしてみませんか。
社会福祉協議会では、9月27日

(日)に開催する「即売バザー」へ

の物品の寄付を募集しています。

温かい善意をお寄せください。

し問い合わせ社会福祉協議会冠

(84)1539

し参加費1チーム1000円し費用月額6000円（昼食代）

，申し込み・問い合わせハガキ惨給料月額5000円

県では、9月中旬から11月まで

の間に、県内約5万世帯（千葉市

を除く）を対象に、人の動きに関

する交通実態調査を行います。

調査は、事前にハガキでお知ら

せし、調査員が訪問して、調査票

を配布する方法で実施しますので

ご協力をお願いします。

似問い合わせ県庁計画課都市政

策室云043223)3166または市役所

都市計画課容(85)1111内線574

園 壁画唾
介護の方法や日頃の悩みなどに志康云(82)9713へ

ついて、情報交換してみませんか。

惨日時第1日曜日コース…10月陰曰時9月10日(木)午後1時30

,対象30歳代までの女性し参加費100円（茶菓子代）

瞳哩睡騒惨定員各コース20人（応募者し問い合わせ高齢者福祉課在宅 3m，奥行き2m）

｜’｜多数の場合は抽選）ケア係壷(86)1411 ※飲食許可業者以外の飲食品の取

し参加費6000円（6回分の材 修日時9月5日(±)午前9時30

分から正午

し場所つばめ共同保育園

’内容水あそび、泥んこあそび

リズム運動（着替え、タオル持参）

し参加費500円

し申し込み・問い合わせ電話で

つばめ共同保育園冠(87)5005'､

料費を含む）

明記し、9月18日（金・消印有効）時から4時分から午後2時

までに我孫子新田34中央公民館若似場所めばえ幼稚園,場所天王台北近隣センター

15、ファクス(82)0511へシ参加費1回500円（資料代等），参加費300円場合は25日に延期）

※幼児はお預かりします，持参エプロン、三角きん、ふし場所湖北台中央公園

し曰時9月26日(土)正午から午

後5時（参加費無料）

し場所新宿エルタワー30階

し内容名大学の内容、通信教育

での学習全般についての説明

し参加校法政、中央、日本、玉

川、東洋、明星など18校

し問い合わせ（財)私立大学通信

教育協会盆03(3350)6681

’種目1チーム5人以上による

1シングルス2ダブルスの団体戦

｜，参加資格市内在住の家庭婦人似曰時9月13日(日)午前10時か

’

’
相談

星野栄詮(88)1971へ 1時から4時、市民プラザ，申し込み・問い合わせ電話で

レ曲目クラシックジャズ・ポ榎本壷(83)5329へ

､ソプスなど

し日時9月8日(火)、17日（木）b入場料無料

午後2時から4時似問い合わせ井上壷(85)0194似採用人数若干名

し場所市民会館 し採用日随時

，謂師針原孝之（二松学舎大学 ※詳細については、社会福祉法人

教授）し日時9月11日(金)午前10時アコモード(布佐)念(89)5201へ

し参加費1000円（テキスト代）から午後4時（参加費無料）

，申し込み。問い合わせ電話でし場所社会福祉法人｢桐友学園」

東海林恋(82)1828へ（沼南町大津ケ丘），日時10月17日(±)午前9時30

レテーマ午前の部･･･これからの分から午後4時

福祉のあり方、ハンデイキヤツプ惨場所湖北地区公民館

似日時9月4日(金)から9日をもつ人の権利擁護、午後の部…シ定員先着80人

(水)午前10時から午後7時（ただ自閉的傾向のある方への具体的な'参加費5000円(昼食代を含む、

し、4日は午後1時から、9日は取り組みの方法についてカセツトテープは各自持参）

午後5時まで）し申し込み。問い合わせ電話で似申し込み。問い合わせ電話で

似場所市民プラザ（入場無料）9月5日(土)までに西堀金(91）9月10日(木)までに久世壷(88)91

レ問い合わせ椎名垂(82)45405277へ65へ（午後7時から10時）

[

小規模福祉作業所
「むつIまし」琿所書

ソフトテニス市民大会

（ダブノレス）

す
こ
や
か
ち
や
ん

即売バザーにご協力を

畠 交通実態調査（ノ〈一ソン

トリツブ調査）にご協力を

呆け老人を抱える家族の集い

若い人のための料理講座 り
び
つ
あ
一ノマザー

二’9s出店

ル
者

第40回言己念B召禾pのう寅歌

歌ど足鬮1コ重の大会

つばめ共同保育園公開保育
世界の胴の家庭料理参加者

子育てを楽しむ会

「産業まつり」

企業出展・青空市出店壱

大学通信教育合同入学説明会
家庭婦人卓球大会

第1回ふれあいバザ一!
千葉県労山加盟

r岳人あびこ｣公開豊山参加者

ﾃﾚﾎﾝｻービス
日暇当番医・1通

刷 )5)1313
の行事

口
巳
回
呂
日
百
四
日

ﾃﾚﾎﾝガイド 顧霞凋訊殉
第10回1建康まつり

一豊かな老後をめざして－ ﾌｧｸｽガイド 函(83)6000,
第29回市民柔道大会

市民図書館

中央･湖北地区公民館

鳥の博物館

市民プラザ

市民会館

つつじ荘

西部福祉センター

市民体育館

7(月)､8(火)､14(月)､21(月)､28(月）

7(月)､14(ﾙ)､15(祝)､21(月)､23(祝)､28(月）

7(月)､14(月)､16(水)､21(月)､24(木)､28(月）

3(木)､10(木)､17(木)､24(木）

7(月)､14(｝1)､21(月)､28(月）

1(火)､7(月)､14(月)､21(月)､23(棚､28(月)､29(火）

1(火)､7(肌14(月)､15(祝)､21(H)､23(祝)､28(月)､29(火）

28(月）

66

ひまわり英会話”会員

自作アンプ。スピーカーによる

第S回オーディオ・コンサート

内容

法律相談(予約制）

※予約は、9月1日(火)8:30から電話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制）

※予約は、9月14日(月)8:30から電話で課税課へ。

人権相談

行政相談

住宅相談

交通事故相談

心配ごと相談

結婚相談

健康相談

地域リハビリ教室

心の相談(予約制）

日 時

3(木)､8(火)､17(木)､22(火）

29（火）9:30~15:30

18(金)10:00~15:00

24(木)10:00~1§

24(木)10:00~1量

11(金)10:00~1畠

14（月）10:00~1：

7．21（月）9:00~1

14（月）91

28（月）§

6.20（日）10:00~1‘

4（金）10200~1］

11(金)10:00~11:15

4(金)13:30~15:00

21(月)13:30~15:00

2(水)13:30~15:30

〕O～12

〕0～1を

:00

〕0

:00

]0

:00

:00

〕0

:00

15

場 所

市民相談室

(西別館3階）

市民相談室

福祉総合相談室

市民相談室

市民相談室

交通整備課

社会福祉協議会

保健センター

布伽混センター本館

社会福祉協議会

つつじ荘

西部福祉センター

保健センター

新木近隣センター

西部福祉センター

福祉総合相談室

問い合わせ

広報広聴課

課税課

厚生課

広報広聴課

建築指導課

交通整備課

社会福祉

協議会

つつじ荘

簡棚細Iｾンター

身体障害者

福祉センター

福祉総合相談室

『日韓"･礁腋鵬｣繩
社会福祉法人アコモード

ヨ陰常勤章父母。垂冨蔓ﾀ房

第S回桐友セミナー

ラニヤリテイーカラォケ

選手権大会参カロ壱

第3回根戸水彩会展


